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チェーホフの文体に就いて  

一二項文を中心に嶋  

山  田  勇  
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は じ め に  

一人の作家の文体を調べる為には，彼の創作活動の様態を悉く研究の姐上に  

載せ，多方面から評かにする必要がある。本稿では，ア・－りペ、－．チコニ－ホフ  

の作品1）にみられる文体上の特徴を，二項文を中心に考察し，今後のチェ．－ホ  

フ諭の一▲助とすることを目標とする。   

さて，上述の如く，作家の作品を通してその文体の特色を記述する作業は，  

大別すれば，1）作家の有する人生観と2）その顕現体とでもいうべき作品群  

の双方からの分析と論証が前題とされる。1）の問題に関する研究括動は幾多の  

文学研究者の手で出生から他界に至る迄の凡る過程と個々の作品の出会いが丹  

念に照合され，それらの相互関係が諭ぜられて釆た。チ．ェーホフに就いてもこ  

れらの事情は然りであろう。彼は，世の作家の常として，自分と関りを有する  

同業の士，編集者，演劇関係者，知人達に沢山の書翰を認めており，又円熟期  

にあった創作上のプランの輪郭は，所謂，『手帳』に，時に触れ，折に触れ，  

彼の近した書翰とは対疏的ともいうペ貴簡潔さをもって記されている。日記も  

同じ文体で残されている。これらの基礎資料を調べてみると，一・部には明らか  

に作家により作品の中に直接採られている行もあるが，大部分は作品の為の地   
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塗りであり，創作の為の方向付けであるといって良い。チェーホフが創作の際  

に心掛けたことは『手帳』や日記にも見られる様に簡潔さ（npocTOTa）であっ  

た。そのことと関連して，ヴェ．エス巾ゲィノダラードヴァは論文「アー・．ペー．  

チェーホ■7の文体の展開」に於いて，1899－1901年にかけて出版された10巻本  

選集を準備する過程で，作家チェーホフが既にいろいろな形で発表済みの初稿  

版を推敲した部分に就き検討した結果，チェーホフの表現には，更に，誠実さ  

（HC王くpe王IHOCrZ）），慎重さ（cRep〉KaHHOCTb），緻密さ（ⅠくOMrIalくTf‡OCrb），均斉（ⅢJIa－  

CT椚HOCrb），表現の活写性（BbIpa3Ⅰ汀eJIbHOCTb），優雅さ（H3兄叫HOCTb），音楽性  

（My3bIKat汀bIiOCTb）が認められると発表しセいる2）。   

これらの分析結果に共通しているチェーホフの文章作法上のテーゼ，npOC・・  

TOTaは決して彼の思弁的な理念にのみ立脚するものではなく，抑も，作家とし  

てのスタ、－トを切るに至った動機に求められることば斯界研究者の夙に指摘す  

るところである。詳細は先達の論叢に委ねることとし，本論の主題に立ち返り  

斯様な作家のテーゼが作家の理念の顕体たる作品の中で如何様に実現され，生  

かされているか，後者のテクスト研究から考察を始めよう。  

Ⅰ  

分明なこととして作品は作家の魂の決定的な発現であるからテクスト自体の  

研究は，上述の，最初に挙げたテーマの検討に劣らず重要であり，それ改作品  

を最終的に世に問う迄の主題の枠組みから日の目を・見た作品に対する周到な推  

敲に至る迄の彼の精進は並大抵のものではない。ヴュ川エヌー．ゲィノダラード  

ヴァはチェーホフの場合を跡付けその文体の傾向を記述する目的で，統辞諭的，  

語粂諭的側面から作品を考察した。その結果，特にアー．エフ．マルクス社版  

への推敲の段階での彼の変更方針を克明に指摘している3）。以下にその摘要を  

示す。  

1・省略（COKpalqeIIHe）  

「物を書くということば一・に無味な表現を消去する力量に掛っている。」4）  

（06bIKZiOBeHZlO）A3a yXHHOM（rIOCJle p王OMl（H）（OH CTaIすOBHJIC兄   
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yrpIOMHrrOノIHHMaJIrpa〉KEaHCKHeBOrIpOCu，Ha9TOTXepa3，0Ⅰ】，BbIrmB  

BOAK11，y）KeIleTpOra3I9THX BOrTpOCOB，a）MHOrOeJl（，KaJIaM6yp即r）   

瑳rOBOp打刀（060r．yp工1aX）r刀yr10eTH．．0ITyBep鋸Ⅰ，qTO‡くOTノIa314MOIO   

（H刀HOCeHbrO）eLubCBe）KHeOrypIlbI，TOBOpTyrraXHeTl】eCHO臥  

《Paccfくa3rOCrIOユK打NN》  

夕食後（ばいつもそうなのだが）（グラスを向うに）彼は（不機嫌になって  

市井の悶着にかかろうとしたが，そういう時にウォッカを－・杯やるものだから，  

もうその間題に気が向かず，それで）腹ごしらえをうんとして（駄酒落をとば  

したり）胡瓜にまつわる戯言を言うのだった。彼は冬（か秋）に新鮮な胡瓜を  

食べれば口中に春の薫りがただようと堅く信じていた。  

（N嬢の物語）   

これは推敲全体の過半数を占める。   

2．物語からの数詞や，人物，物品をいたずらに装飾する語句の削除  

「私が物を書く場合，読者をあてにする気持が大であるといえます。私は読  

者が物語に顕れない主観的な要素をいくつも白分なりに付け加えてくれるもの  

と思っているのです。」5）  （スヴォ・－・リンへの手紙）  

f（oJIJle）KCt（H頁aceccopM椚yeBOCTafIOB珂JTC510王くOJTOTeJrerPa如oro   

CTOJI6a（c岬¢po蹟36）HrJly60KOB3ROXHyJL  《TaM〉Ke》  

八等官ミチエ．－エフは（36という数字のみえる）電柱の所で止まると大きく  

息をついた。  （同上）  

BIle蹟JIe〉KaT（13rIepeBOノ叩bIXKapTIⅢOK）rIepeBOノ潤bIeIくapTHfIK軋  

《TaM）Ⅹe》  

（同上）   その中にほ（13枚の）移し絵が置いてあった。  

6eRHOeJIHi10erOTpeneTaJIOOTBEOXFrOBem｝5rFrCqaCTも   

彼の青白い顔が気持ちの昂りと幸せで震えていた。  
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几叫06bI刀06刀e月HO．．   

顔が蒼白であった。  

山  田  勇  

《TaM〉Ke〉〉  

（同 上）   

3．自然描写の同様な簡潔さへの配慮  

「会話の中断となる白然描写に配慮が感じられません。そういう描写を読ん  

だ人は，この様に二・三行で更にコンパクトにならないものかと思うので  

す。」6）  （ゴ・－リキーへの手紙）  

BceI－OqyBC柑OBa刀H，qTO B BO3月yXeI－aX配T MO刀0月0蕗JmC柑0蕗  

TOr10朋，pO3aMIす，朗peIibIO・（Ka〉K月OrOI把BOJIbI†O rIOT郡y刀O K OKIiy，   

qTO6bIB3r朋HyTb持aTHXyIO6e3明叩鱒耶OHOqbHnOC刀yuaTb舶CKO－  

Bb摘ulerIOTRepeBbeB．BaJIbCHBeC持aHCIくpeZ7HH．．）  

《ulaMrIaHCIくOe（Pacca3IlpOXOZLHMIla）》  

皆は大気がポプラの若菓やバラ，ライラックの香りに包まれていると感じた。  

（骨ば闇夜を窺い樹木の心地良い囁きに耳を傾けようと我知らず窓辺へ心が  

向かうのであった。）  （シャンパン，山師の物語）   

チェーホフは上例に見られる擬人化にも陳腐なものを感じ，「自然描写の  

美しさと表現力は≪太陽が沈んだ≫（3auJ刀OCOt乃叩e．．），≪暗くなった≫（CTaJIO  

TeMIIO．），≪雨が降った≫（noⅢeJ【且0〉KAb．）のような簡潔で明快な語句にも感ぜ  

られます」（ゴーリキーへの手紙）と述べている7）。情景描写には更に出来る限  

り名詞と動詞の定語を外すようにと主張している8）。  

（TyqarrpH6JIH光aJlaCbI（rraM，aMbIKHe軋 Ha ee c．ypoBOM¢oHe   

OTqeTJIHBO6eJ7eJIH Haul』OM HIlePKOBb，Cepe6pHJmCbTOrrOJIH，aB  

OIくflaX LIB KyCOtiKe r7pyAa，KOTOpb摘BbIrJI5IRbIBaJIH3－3a月epeB貴Ⅵ，  

OTpa）KaJIOCZ｝HrrepeJmBaJTOOnieM3aXORHBueeCOJmLte．BBO3Z（yXe  

nax刀OrpO30蕗HC王く01HeIilibIMCe王‡OM…）  

（暗雲が我々の方に近ずいて釆た。我々もそちらへ寄って行った。その荒涼  

たる様を背後にくっきり白く輝いているのが我々の家と教会で，ポプラは銀色  

に光っていた。そして窓や木陰から見え隠れする他の一・隅に沈みゆく太陽が映   
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え，炎の様に見えた。大気は夕立を思わせ，刈り取られた干草の臭いで充満し  

ていた。）  

Haee中甲e6eJIeJIHHaLuZLOM H∵qepKOBb，Cepe6pHJIHCb，BbICOKHe   

TOITOJIHl・naXJ10AO）ⅩReMHCKOLueI叩bIMCeIiOM・  

《PaceIくa3rOCrIOXH NN》  

それを背景に我々の家と教会が白く輝き，背の高いポプラの木が銀色に映え  

ていた。今にも雨になりそうで，干草の草いきれが立ちこめていた。  

（N妓の物語）   

4．外来語の排除  

「小生が貴下に一・筆致しましたのほ外来語や外来語々源のロシア語とか，殆  

ど用いられることのない言葉は不作法であるという意味でなく，不便だという  

ことをお伝えしたかった為です。」9）  

TooIIBOO6paxaJICe65rBrOCTH＝OfiyPa66e王くa（Hatete－a－tet’ke，）   

p耳AOMC月eByuJKO臥  《nOlleJIy鎮》  

チェ．・－・ホフが外来語や外来語源の単語を用いなかった理由の一つは，それら  

の語彙がロシア語の文中に用いられると，彼の意図しない皮肉とか否定的ニュ・  

アンスを読者に印象づけてしまうと考えてのことと思われる。  

TyT，HarrpaBO，06HTaJIerO〉KrIJIeIl，CJIeCapbEropbItl－CTerIe王1HhI放，   

HOrIbfO叩摘（cy6もeKT）tIeJIOBeK．  《CTapblfizLOM》  

その右側に住んでいたのが彼の間借人の錠前屋エゴールイチである。彼は真  

面目ではあるが，酒の好きな（輩）人であった。  （幡 屋）  

文中のCy6beKTはラテン語のSubjektumが語源であるので10）転義ということ  

になり削除されるところとなった。  

5．高踏で街学的な語彙や公式文書にみられるような語粂の排除   
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「小生がゴーゴリやトルストイ風に考えることが出来るのであればなおさら  

のこと，正しい表現に由って民衆の気持ちが表わせないということはありえま  

せん。」  （ゴスラーフスキーへの手紙）11）  

「吟味された言葉を大切になさい。言黄ば簡単でしかも整っていなければな  

りません。例えば従僕であれば，今風に話すのではなく，要領良く話すものな  

のです。」  （兄へ宛てた手紙で）12）  

oT王くa3bIBaeT（M舵Cyノ狂b6a）HaMXH3馳・ 《PaccKa3rOCnO）KHNN》   

（運命が私に逆らう）私達は生きて行けなくなる。   （N嬢の物語）  

oHyBH月eJI（cJle月yK）ulee）TaKyIOKapTHrry”  《月06pb泊HeMeu》  

彼は（次の様な）そういう絵を見た。  （気立ての良いドイツ人）  

∋TO CMHpHOB9TO rpy3′江eB，－（60pMOTaJI）roBOpHJIRHPe‡くTOp・・   

TaKO鎮叩OK朋TylⅢ摘MOpO3，qTO XyXe CO6aKH BC兄KO射一叩0一   

月0刀Xa刀OH（TapaTOpHTb）roBO如Tb．  《Mopo3》   

「これはスミルノーフ…とグルー・ジェフ。」支配人は（口ごもった。）言った。  

「何だっていうひどい寒さだ。」彼は（多言を弄じていた。）話し続けた。  
■マロ→ス  

（厳 寒）  

作家が「つぶやく」（60pMOTaTb）とか「良くしゃべる」（TapaTOpHTb）を用い  

ず中立的な「話す」（roBOpHT♭，Clくa3aTb）を専ら用いたのは，一・方で表現の明  

快さを求める気持ちと，他方で文芸作品に紋切り形な手法を用いることを避け  

る気持ちが働いた為に外ならない。  

－KaK？ト（rapKHyJI）KpHKHyJIreHepaJI，6JleZ（He乱  《TafiHa》   

「ええ？！」と将軍は（声高に）叫んで，蒼白になった。   （秘 密）  

（OTnHBaTat（erOpa3Be3JIO，tlTO，KOr且aH31】03qHKBe3erOCBOK3aJIa   

lianpeCmO，OHKJleBaJIHOCOMH60pMOTaJI）  

（彼はビールに飲まれてしまい，駅者が彼を駅からプレースニヤに遊んだ時   
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には，居眠りしながら，もぐもぐ呟いていた。）  

OTTTHBaOIICTaJ【OtleI仏刀06pbM，TaKt汀0，KOr几aIす31】03tIHK】妃3erO  

CBOIく3aJIaHaIlpec王TK），OHBCeBpeM5I60pMOTaJl…Ter7epbMHeMOpO3  

HⅥnOtIeM．  《肌opo3》  

ビールを飲んだので彼は大変気がゆるみ，敬老が彼を駅からプレースニヤに  

マロ・－ス 運んで来る間中ずっともぐもぐ呟いていた。「さあ，冬将軍なんか，なんでもな  

いさ。」  ■マーロ㌧－ス                           （厳 寒）   

6．副動詞表現の単文化，従属構造の並立構造化，間接話法化，状況語（前  

置詞＋名詞構文）の副詞化，有前置詞構造化，同種要素間中の接続詞の削除。  

「句を整え，それをより表情盗れる濃密なものとしなさい。紙上に記入する  

までに，各句を頭の中で二月程寝かしカを与えないといけません。真の文豪の  

手稿は，須く，縦横無尽に消去され，いたるところ汚れ，書き込みや作者一・流  

の削除，汚痕に満ちているものなのです。」13）  

（アー．エス．グルジーンスキーへの手紙）  

（KorRaOHarTpHulJlaKHeMyBCeEbMO葺pa3，OfT，OKO椚aTeJTbHOy〉Ke  

peulHBulH蹟HeTpaTHTbrIOrTyCTy BpeMeHlイ】ほ］IeHer，OTI（a3aTb e蹟  

rIpHrJIaCHTZ）月pyrOrOytlHTeJI；．，ROCraJIH3KapMaIすaKOHBepTCCeMbIO   

py6JI兄M一す，祈Rep）KaerOBpyKaX，HatIaJIKOI坤y3JIHBO）   

（彼女が七度目に彼の許へ・釆た時，彼は既に，時間と金を無駄にしないよう，  

彼女を断って，他の先生を招くことに最終的に決めたので，ポケットからセ  

ルーブル入った封筒を取り出すと，それを両手に，もじもじ始めた。）  

H ol†peulHJIHe TpaTHTZ）rIOrIyCryBpeMeIⅢ，paCCTaTbC兄C Hefi   

rIpm’JlaCHTbZ（PyrOrOyqHTeJI5T．・Kor］IaOIiarIpHulJIaBCeRZ＞MOfipa3，   

OH月OCTaJIH3KapMaHa KOHBepT C CeMbIO py6JI5rMI川，Aep）ⅩaerO B   

pylくaX，OtleHbC重くOZゆy3HJIC5rHHatIat花TaK 《月OpOrHeypOI（H》  

彼は時間を浪費したくなかったので，彼女と別れて他の先生を招くことにし  

た。彼はポケットからセルーブル入った封筒を取り出しそれを両手に握ると真   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



山  田  勇  82  

赤になってまごつき始めた。  （高価な教訓）  

（f（orノIa5I，）JIO）ⅩaCbCZ7aTb（，HeCrIeIIIa），兄3a〉KrJIaCBetIyHOTBOpIすJIa   

HaCTeXb CBOe OIくHO，（H）rreorIpe月eJIeHrIOe tIyBCTBO OBJIaReJ10MOe蕗   

Ayl□0軋  《PaccKa3rOC汀OXHNN》   

（私が）横になって（横になった時），私はローソクに火を点し窓を開け放し  

た。（そして）得体の知れない感情が私の心を捉えた。  （N嬢の物語）  

（EcJIHHM月aTZ｝，TOOHHeulerTOrIpOC5IT，aOTIくa3aT王＞HeJIb35T，rIOTOMy   

tlTO6yztyTKJI5rCTb，CrIJIeT11HqaTh，XeJIaTbBC5rKHXHarraCTe臥）   

（もし彼らのいいなりになるなら，更に彼らは要求するだろう。だが拒絶す  

る訳にもいかないのだ。そうしなければ彼らは根に持って他人に告げ口するだ  

ろうし，凡る不幸におとし入れようとするのだから。）  

EcJIHHM月aTb，TOOIⅢeIIIerIOrIpOC57T，OTKa3aでも－6yRyTⅩJ15ICrb，   

CrIJIeTH椚aTh，XeJIaTbBC5rl（HXHarTaCTe軋  《BbIHrPbIufrb摘6HJIeT》  

もし彼らのいいなりになるなら，彼らは更に要求するだろう。断ることにで  

もなれば，多分，恨み，人に言いふらし，執念深く人の不幸を願うだろう。  

（富敦）  

（yBXO′玖aB）0ⅠくOJIOKO括旧uけH粛e6bI刀0托H月yl皿 

《PaccKa3rOC且OXHNN》  

厩（の入口のところ）の近くには人一人としていなかった。（N嬢の物語）  

npHH57B rrO3y CKytlarOulerOCJIyHlaTeJI5r，OHt7yTZ）3aMeTI‡03eBrreT，   

noT5meTIくee6e重くaKyfO－HH6y月bra3eTy（H），HatlHeTtlHTaTb 

《HHでpm、H》  

退屈している聞き手だというポ・一・ズをとって彼は僅かにあくびをして，自分  

の方に何かの新聞を引き寄せ，（そして）読み始めた。   （はかりごと）  

HrIOTOM BopoTOB rreCrIaJIBeFOHOqb，MyqHJIC兄OTCTbI月a，6paHHJI   

Ce65I（H），HarIp5IXeHZlOノIyMaJI．  《nOpOrHeypOIくH》   
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その後，ヴォーロトフは一晩中眠らず恥しさに苦しみながら自分を濁り，  

（そして）ひどく考え込んでいた。  （高価な教訓）   

7．テクスト中の語順変更  

（CyrIpyrHCTaJIHCMe57TZ｝C兄HAOJlrOMOJmarJI兄ZteJmZtpyrI‡aApyra）   

（夫婦は笑い始めた。そして，長いこと黙ったまま連れ立って散歩してい  

た。）  

AOJlrOrJI兄］IeJIHRpyrHa月pyraMOJltla．   《BbIHrpbIulHhr蕗6HJIeT》  

長いこと歩き回ったが二人ともその間黙っていた。  （富我）  

（州EMyIくa3aJIOCb，tITOHeOfrHAeT，aBMeCTOITerO‡（TO－TOEPyrO蕗，   

汀OCTOpOmm鋸   

（彼は彼でない人が歩いている，彼の代わりに誰か他の人，無関係の人〔が  

歩いているよう〕に思えた。）  

《TIゆ》   

（チフス）   

qTOlす且eTIすeOIl 

歩いているのは彼ではない…  

0托BbIXOノ叩刀TOJIbKO几那ⅠでOrO，qTO6bICyI‡yTも（K誠y氾一皿6yAb   

XeJIe3ⅠくyBrIeqKy）   

彼は（鈍なカンナを暖炉に）投げ入れる為に，出て行っただけである。  

《CTapbI歳月OM》  

（幡 屋）   

BrIetlKyKatくyEO－Hn6y且bXeJIe3Ⅰくy  

暖炉に鈍なカンナを…  

以上がヴェ．エヌ．ゲィノダラードヴァの挙げたチェーホフの文体上の特徴  

の概略である。瞥見したところ，以上の概ね七種の特徴と，先に示された文体  

の特質をなす簡潔さ（ⅢpOCTOTa）との有機的な関係に就いての説明に若干の不   
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満を覚える。ともあれ，これらの特色は文法的側面から大別すると次の二つの  

グル・－プに分けられよう。  

〔1〕語彙論的範疇に関るもの  

〔1〕に属するのは，2），4），5）に指摘された種類のもので，何れも語彙の選  

択に係るテ、－マである。この中には，語と語の共起関係に関するカテゴリー，  

例えば，名詞KapでH打a に対して，形容詞C刀e旦y氾叫覗か指示代名詞TaI（a兄  

の何れを立てるかとか，動詞OTKa3b柑aTbの主語と補語として，同一・の組合せ  

KOMy－qTOに対する対応語彙（MHeCyAb6aかHaM〉KH3恥か）の選択は執れが  

良いかという問題等が含まれている。従ってこれらの語粂の意味構造の基礎的  

研究が前提となろう。更にこの範疇の考究は意味論的同義性（ceMaHTIiqeCIくa兄  

CIⅢ0Ⅰ‡HM14兄）14）とも関るので，それ故〔2〕の研究が不可欠といえよう。  

〔2〕統辞論的範疇に関るもの  

〔二2〕に属するのは，1），3），6），7）の各分野である。統辞論上の各構成要素  

間での部分的な変更が文に与える影響に就いては言を侠つまでもない。筆者は  

先にチェーホフの自然描写に対する配慮に関して，特に一項文を中心に考察し  

たが15），物語のプロットの流れを遮るこれらの表現に際し，作家が多くの無  

駄な言葉に代えて，TeM＃0．を始めとする無人称文やue刀Xpy∬田山員Ⅲyl山H餌b摘  

CIl訂．等の準一項文16）で応じている理由もnpoeTOTaを創作の基本理念と心得  

る作家にしてある程度領けるのである。  

ⅠⅠ  

デー．エ・－．ロゼンクーリ，エム．ア・－．チエレンコーワに依ると，ニ項文とは  

「主語と述語をその基本構造とする文で，この場合，主語と述語はそれぞれの  

構成素中に一・種乃至数種の説明語を有する場合もあると定義している17）。二項  

文をどの様に定義するのかに関しては大いに議論の分れるところであって，最  

近ソゲィエトとチェコスロヴァキアで相次いで上梓された現代ロシア標準語文  

典の統辞論篇を並読し，この術語の定義を比較して－みると，先のロゼンタ・－リ  

その他が付記している定義部分が，双方の文典で微妙に相違している。これら  

2冊の業墳にも見られる如く，文要素を分析する際に，主語，述語，補語と   
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いった従来の術語に替えてNn，Vf；Nxと具体的に夫々の語の機能を示す方法  

が広く行なわれているが，その様式に従うなら，チェコスロヴァキア版では二  

項文はその構造が基本的に Nm－・VトNxと図式化されるのに対し，ソダイエ  

ト版ではNn－Vfが基本形であるとする見解を取っている。前者の分類に従  

えば動詞述語を有する二項文は次の様に図式化される18）。  

Nn－VfpNx：0ⅩOTI†HKy6HJIMeRBe几軋  

Nn－Vf－Adb：KHHraJIe〉KHTHaCTOJIe．．  

N。－Vf－・Nx－Nx：6a6yLulくapaCCIくa3bIBaeTノIeT57MCKa3】くy・  

Nn－Vf－Nx－Adb：刃rIOCTaBlイJItleMOEaHrrarrOJI・  

Nn－・Vf－Adb－Adb：neBOtIKaITeperIpbIrHBaeTC‡（aM‡班HaIくaMeHb・・  

更に名詞述語の場合，  

Nn－Vfcop－A－Nx：OHrre6bIJICr70〇06errHaTaKO鎮rrocTyrTOK・・  

と図示される。以上がチェコ版であるが，一・方ソゲィエト版では，元来二項文  

（RByCOCTaB恥Ienpe属JIOXeHH兄）という術語は用いておらず，二凄素式（皿ByIく0－  

MrIOHeHTHhIeCXeMbl）と一・要素式（OAHOIくOMrrOHeHTI‡bIeCXeMbI）に分類されてい  

る。そして二要素式に否定生格構文が含められていて単文が必らずしも従来の  

単項文，二項文といった概念としては捉えられていない。図式だけを示せば次  

の如くである19）。1）Nl－Vf，2）Vf3sInf，3）N2（neg）Vf3s，4）Nl－Nl，  

5）Nl－Adjl。。肌中，6）Nl－Adjl叩aIK中，7）Nl－PartlXParK中，8）Nl－  

N2…又はAdv，9）Nl－InClO）Nl－Adv－0，11）Inf－Nl，12）InfcopInf；  

13）Inf－Adv＿。，14）PraedInC15）Praed（neg）N2／N4，16）Praedp。rtN2，  

17）Advq。。nt（Nlq。ant）N2，18）HemN2，19）jhN2，20）jhfCO20（ullmO），  

21）肋〟・α〟OZO（〟α0∂〟020，〟昆β∂昆〟OZO，〟α．〟α．〟β虎狼e20）N2，22）Neg  

PI・OnInf   

さて，斯様に複雑な二項文の種類分類の作業を通して我々が文体の分析の為  

に注目しなければならない若干の特徴を調べてみよう。その第一の問題は，ニ  

項文中には文法上の主辞と賛辞が具備されていることである。而も，それぞれ  

の成分が更に数種の下位カテゴリ、一化される要素から成り立つ可能性も恒常的   
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に存在するので，その語順の移動が生み出す文の叙憩的ニ・ユ・アンスが作家の創  

作活動に与える影響の大きいロシア語にあって，この間題の意味するところは  

非常に緊要である。例えば，次の様な中立的語順を有する二項文  

（1）9TarrpO6JIeMa3aHHTepeCOBaJlaytIeITbIX・   

（この間題が学者達の関心を集めた。）   

という文を統辞論的に記述すれば，先ず個々の文要素の次の様な語彙論的，意  

味論的基礎（Bx）  

Bx：〈9TA nPOBJ肥州A／Subj＋3AHHTEPECOBATb／Praed  

＋yLIEHbIE／Obj〉   

からなる（1）文の深層構造ヱに，指標1）過去時制（PI■a¢t），2）直接法（int），  

3）平叙文意伝達（decl）4）肯定（afRrm），5）能動性（act），6）一般情報的  

現実分節（gnr・l－inf）の諸要素が加えられ深層構造ヱⅩが得られる。そしてそ  

の実現化がはかられて必要核文nSX，つまり（1）文が得られることになる。次  

に（1）文から派生した（2）文の場合はどうであろうか。  

（2）ytIeI仏Ie3aHHTepeCOBaJIHCZ｝9TO鎖rrpo6JleMOfi．   

（学者達はこの問題に興味をひかれた。）   

（2）文は，（1）文のBXに於いて，そのgに5）能動性の指標に替え，反転受  

動性の指標ⅠeVeI・Sを加えた結果得られたものである。（2）から明らかな様に，  

（1）文に於ける主語の造格補語化が行なわれ，述語は再帰動詞化がはかられる。  

以上の様な手順は次の変形規則で書き込まれる。  

（3）Nま＋Va。t＋Nま＝N三＋Ⅴ．。rl＋N去   

（3）式では具体的に示されてはいないが，（1）文及び（2）文を比較すれば，語  

順の入れ替えが蘭す統辞論的，意味論的ニュアンスの差が，如何に大であるか  

が理解できる。さて，今，（1）から（2）へ移るのに，（3）という規則を用いた  

が，こうした手続きを経ずに受動変形が行なわれるケ・一スがある。それは，   
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Bxでやばり∑に受動の指標passを加えて次の文を生み出す方法である。  

十   
（4）ytleI†hrX3aHHTepeCOBaJIa9TarIpO6JleMa．  

（あの学者達ですって，この間題が気になるのは。）  

文中に†を付された語yq餌以Ⅹは文のイントネーション核であることを意  

味し，それと補語的要素の文頭への配置によって状態受動を表わそうとする試  

みである。これは語順と，文意を示差的に示すイントネ・－・ションとの組み合わ  

せが醸し出す独特なニュアンスを文に埋め込む意図をも有しており，それ故，  

語順の変更が作品の推敲の有力な手段となりうるのであろう。ペー．アダメッ  

ツほこれらの組み合わせを文の線状アクセント機構（刀AO）と呼び，刀AOは  

文体論的ニュ．アンス，又は表現力と情緒性のレベルの点で，次例の様に，文相  

互に差を与え．ると述べている20）。  

↑  
a．肌ux班BeMB肌ocKBe．  

（我々が住んでいるのはモスクワです。）  

↑  
6．肌bIB∧40CIくBeXHBeM．  

（我々はモスクワに住んでいます。モスクワに。）  

†  
B．．B肌oc王くβeM王，IXH8eM 

（モスクワですよ。我々が住んでいるのは。）  

ⅠⅠⅠ  

前章で語順の変更が生ずる文体上の効果に就いて方法論的考察を加えておい  

た。本章では，その語順の変化が文法的に明確な変換を生ずる相カテゴリー・を  

例に攻究をすすめる。   

文が能動相をとるか，受動相をとるかの表現上の差は，賛辞部の中心を成す  

動詞動作と，或る行為が成就する為の成立要件たる主体及びその客体間に生み  

出される行為の流れの方向性の差として捉えられる。主体からの行為の流れを  

主体中心に考える時，流れが客体に対して遠心的であれば能動相として表現さ  

れるのであり，求心的であれば，その行為の結果が自己に還流して古典語にみ   
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られる様な中動相を形成することになる。これを能動相と受動相の対照として  

考える時，表現の主題を主体の側から記述するのか，客体の側から記述するの  

かという視点の問題となろう。ロシア語では，こういう相の表現方法として，  

大別すれば前述の様に，1）統辞構造の変更と，2）文の現実分節 が考えら  

れる。因みにチェ・－・ホフが相の表現を作品中で用いる場合，前者の方法は少な  

く，2）によることが顕著である。   

さて，文体を整える手段として考えられる具体的な方法は，修辞的な1）  

叙想的改変以外に，2）文法変形，3）文の現実分節による方法の執れかであろ  

う。これらの内，2），3）が相のカテゴリ・－と関係するが，2）には更にいくつ  

かの種類が認められる21）。   

乱 受動変形 Zのactをpassに改める。●  

HaLu KOJIJIeIくHB pa3pa60TaJIrrpOeKT→HaulHMIくOJIJIeIくTHBOM6bIJI   

pa3pa60TaIirIpOeIくT．   

（我々のグループがこのプロジェ．クl、を完成した。→我々によ って完成され  

たのは，このプロジ、エクトである。）   

6。半受動変形 Eのactをdemipassに改める。  

刃BCrIOMHHJIHHTepeCHyIOHCTOpHfO→NIHeBCr10MHHJIaChHm・epecHa  

HeTOp丑乱   

（私はこの興味ある出来事が心に残った。－→私の脳袈に焼き付いたのは，こ  

の面白い出来事であった。）   

古い 反転能動変形 gのactをⅠeVeI・Sに改める。  

ytIeHbX3aHHTepeCOBaJIa9Tar7pO6JleMa→ytleHbIe3aHHTepeCOBaJIHCb   

9TO縫npo6JIeMO軋   

（学者達の注目を集めたのはこの問題である。→学者達はこの問題に興味を  

引き付けられた。）   

rい 半能動変形 Eのactをdemiactに改める。   
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6yp＄［Bt＾pBaJIaMOJT0月・yfO6epe3y→Bype偽馳IpBaJIOMOt花0月yfO6epe3y・   

（嵐が白樺の若樹をなぎ倒した。→嵐で白樺の若樹が倒れた。）  

これらの受動変形のうち，Bは文の現実分節と重なる部分があり，rは一項文  

のスタイルをとる変形である。先ずaについてみると，このカテゴリー・は次  

のこ例に示されるごとく，二種の下位範噂に分かれる。変形規則は次の通りで  

ある。  

（5）N孟＋Va。t＋Nま→Nま＋Ⅴ。aSS＋N孟   

（6）“aXaBpOHb；THBaITOBHa光HJIarJLe－TOIia］lBOpe B Capa納HKeH   

no兄BJf兄刀aC♭TOJIbKOBOBpeM兄yl把Hb乱 Ⅹ03甜捌一打pOeu汀aJIC兄nO3即O   

H，HarIHBI∬HCbqa旧，でOTqaCHくeIlpHHⅥMaJIC兄3aCBOH¢oKyebI．〟正好一   

触戊∂e舶β灯0・〟〟α明り／β〟OC〟・〟〟C∂几血ヴ，0吻／V〟，HKa）Ⅹ几以葺月舘b   

npo月餌以飢刀OCb口OqTIiO月HOHTO〉Ke．  《KalⅢTa‡1Ka》   

（毎日部屋に持込まれたのは，11〔という形をした木枠〕や徽，輪であった。）  

（7）HeMFIOrOmOrOZL5IOr15ITbBOuleJIHe3IiaIくOMellIすrIpHfleCCCO60鎮   

KaKyIO－TOCTpaHrIyIOBe叫b，rIOXO〉KyIOHaBOpOTaHIIa6yIくByn・Ha   

rrepeKa且HHe9TOrO几epeB5mHOrO，rpy60CKOJIOtremlOrOnBZICeJIZ（0一   

刀OKO刀打∂おβ野路βガ3α〝〝掟C〝ZO・〟β肌：  《TaM〉Ke》   

（ピストルが結び付けられていた。）   

（6）文（イタリック部分，以下同じ）の∑における語粂，意味論的基礎Bxは  

Bx：〈（XO3月HH／Sudj）＋B KOMHATy／Adb Compl＋BHOCI4Tb／  

Praed＋n，BHq，OBPyLIH／Obj〉   

であり，これに就いて，aCtをpassに変更して得られた結果が（6）文である。  

一方（7）文は，同様にして，BYは  

BY：〈（XO3只HH／Subj＋nPHB513ATb／PrIaed＋nHCTOJIET／Obj〉   

である。（6）文と（7）文の文意差はBx及びBYにみられる動詞の体の差とし  

て現われる。つまり（6）の様な再帰構文では，動詞の名指す行為が受動化され  

るのに対し，（7）の文詞形ではその行為が状態化されている。これは，蓋し，   
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（6）文の動詞BHOCHTbが不完了体であり，（7）文はnPHB只3ATbと完了体  

を用いていることに由る。   

チェ・－・ホフがこのタイプの文を受動表現に多用しない理由は，これが，唯，  

当事者間の外界に対する視点の置き方の相違にのみ重点を置く表現であり，何  

より形式的な常套句を避ける彼の姿勢と符合する様に思われる。前引の Bの  

受動表現には形式的な制約が存在せず，多少曖昧性の強いニュアンスが認めら  

れるので，作家は受動表現を作る際には，文のイントネー・ションと語順から成  

る現実分節の手法を随所に用いたものと思われる。  

（8）一日BarrHBa恥ItI！LITO光e3TOTaIくOe？yMHpaeul♭Tbr，tlTOJm？   

Ax，兄TerIepbBCrIOMHHJI，BCI10MHHt7I！～BCIくpHKHyJIOI川CXBaTHJICe6ir   

9arO刀OBy・一月3Hα旧，OTqerO9TO！∋TOOTTOrO，qTO？erO月汀兄〟α   

me6RTtaCf7Vlfla・尤aJ10uLaab！60〉KeMO鎮，60XeMO鎮！   《TaMXe》   

（お前は馬に踏んづけられた。）  

（8）文は，（6），（7）文とは異なり直訳すれば「馬がお前を踏みつけた」という  

直接法の文である。現実分節のタイプも数種認められるが，文に含まれるト  

ピックの主題とそれに対する説明の内容により（8）文を線状アクセント横棒に  

沿って配列すれば，現実分節は，  

十 十   
（8）HaTe6兄刀Ou孔qbHaCTyrIH刀a／刀Oua′狂b托aTe鮎川aCTynH舶／刀0Ⅰ山a月b  

↑   
HaCTyrIH刀aI‡aTe6兄   

と多様に表現することが可儲である。しかし，チェーホフが選んだ語順  

持aTe6兄HaCTynH刀aJIOⅢa脾！…   

には受動性が看取される所以のものが存する。文の現実分節に当って，－・般的  

な情報伝達の為に主題とその説明は，この順に顕れるという前提があるからで   

ある。引用例でもこのテーゼは生きており，文脈によればこの文は，明らかに  

イワン・イワーヌイチが主題なのである。エス．イー．ココーリナはこのことに  

関連し次の様に述べている。「意味上の主体を賓辞で表わされた特徴（行為内  

容のこと一筆者）であると理解すれば・‥ロシア語の意味上の主語は任意の名詞   
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斜格で表現され得るという結論を得ることになる。」22）  

《Ho00月e最3aMyq打刀rO刀OA．》   

（人々は飢餓に苦しめられた。）  

（8）文と同様な例を次に挙げておく。  

（9）rJIa3aerO，ⅠくaKBCerRa，rJI兄刀eJIHCepbe3王IOHJIaCKOBO，HOJIm10，   

BOCO6餌ⅡOCTHpOTH3y6u，6bI刀HH3ypO月．OBaHもIuHpOIく0最HeI10月BH－   

XHOHyJIbI6王く0乱 CqMO王1Ⅹ0ⅩOTa刀，rIpbIraJI；r70ReprHBaJInJletZaMI川  

Z（eJIaJIBHR，tlTO eMy OtleHb BeCeJIO B17p‡1CyTCTBHH TbIC5ItlefiJIHIl．   

TeTI（a rIOBepHJIaerO BeCeJIOCTH，BZtpyrI10tIyBCTBOBaJIaBCeMCBOH  

TeJ【OM，qTOJ‘α〟βg C・〝0朋ダガ肌9椚掟椚以C月琴α・都明，nO刀H兄刀a BBepX   

C】】OtOJIⅡC♭氾MOpノIyⅥpa月OCT王‡03aB以刀a．  《KaI∬TaIIKa》   

（カシタンカが何千という人々から見られている。）  

（10）－0′叩a－く0／‡一〟0・芳0∬β〟■甲・〝月朋椚e由朋β0α一方03ガgβα！一丁OBO－  

pHJIHe3Ⅰ†aIくOMeIl，rJI57月5r，CKaKOIOCBHperIOIOXa′叩OCTbIOO王iarJIOTaJla   

Hepa3〉KeBaI‡HbIeKyCIくH．－HKaKa57THTOlqa兄！Koxa）taKOCTH  

《TaM）Ke》   

（お前は主人からろくな食べ物を食わせてもらえなかった。）  

（11）KaulTaIすKa rTOMtTHJIa，tlTO rIOノIOpOre OI‡a BeJla Ce6兄KPa如e   

HerIpa7IHtmOl・OT paROCTH，tlTO ee83兄ALly．丑仔mb，0Ⅰすa rrPbIraJIa，   

6pocaJlaCbCJIaeM HaBarOHbI，KOHHO〉KeJIe3ⅠくH，3a6eraJIaBO′qBOpbIH  

roIi兄刀aCb3aCO6aKaMH．  《TaMXe》   

（カシタンカは散歩に連れ出された。）  

（11）文は不定人称文であるが，文脈からの主格主語の省略は受動表現に近い  

効果を生むと考えられる23）。  

ⅠⅤ  

ニ項文の文体論的観点から注意を要する第二の点は各要素の語彙論的側面で  

ある。例えば，   
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（12）TocKaC〉KaJIaCepAqe．．   

（憂いが胸をしめつけた。）  

という文は，－・般的に解釈すれば胸をしめつけられる主体が自分を含めた存在  

であることは明瞭であり，従って（12）は，例えば，次の様に書き換えが可儲  

であろう。  

（12′）TocKaC）KaJIaMeH兄．   

（悲しみに打ち拉れた。）  

前述された語順と文のイントネーションを考慮すれば，（12′）文は次の様に変  

形することも可能である。まず（12′）文の（BX）は  

Bx：〈TOCKA／Subj＋C〉KATb／Pr・aed＋刃／Obj〉   

であるからこのZに指標Praet，ind，decl，a蝕m，reVerS，gnrl－Verを加える  

と  

（12′′）肌eIl兄CXa刀aTOCKa．   

が得られる。（12′′）文の文体的な性質は伝達意図が明らかに一個人の心理的状  

態にあるにも拘ず，文の拡張子がMeIす兄の形をとっている点にある。又その主  

人公が感ずる内容自体が措象名詞TOCKaで表現される。この文の中立的表現は  

（BY）が  

BY：〈刃／Subj＋TOCKOBATb／PrIaed〉   

である場合で，これにより以下の（12′′′）の核文が作られよう。  

（12′′′）只TOCIくOBaJI（口OKOMy－qeMy）．   

（私はある事，ある人物に憂いを感ずる。）   

チェーホフの作品にはこうした（12′′）と（12′′′）の様なニュアンスの差の認  

められる文が多く見られる。例えば，  

（13）KaI山TaHKOIOOBJIaAe刀HOTqa兄＝朋eHyHくaC巾  《KaI山TaIIKa》   
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（カシタンカは落胆し嫌気がさした。）  

が挙げられる。（13）文の（Bx）ほ次の通りである。  

Bx：〈f（AuITAHf（A／Ob3＋OBJ7AnETb／Praed＋OTt］A只HHE H  

yXAC／Subj〉   

（13）文の中立的表現は，同様に，（Bx）中の語彙項目を一・部名詞から動詞化す  

ることによって，次の核文nSYとして表わすことができる。  

BY：〈I（AIllTAHKA／Subj＋OTtlA刃TbHy〉KACHyTb／Praed〉   

（13′）：KauJTaI†KaOTqa即IaHy〉KaC11yJI乱   

（13）文と（13′）文の文体上の差ほ（Bx）と（BY）に原因が存すると考えられる。  

（13）文には補語である筈のカシタンカが，恰も意味上の主語の役割をし，文  

法上の主語である〔落胆一〕と〔嫌気〕（oTqa兄H朋eとyxac）は動詞述語の構成  

要素の－・部にすぎない。チェーホフは更に（13）文の中立的語順たる  

（13′′）OTqa兄HHeHyXaCOBJIa且eJIHKaI∬TaI†KOIO．   

をとらずに，文の現実分節の効果を語順の置換によって表わそうとしているの  

である24）。（13）文にも明示されている様に，チェ．－ホフは，作品の文体を整  

える際に上述された様な二項文の特色を正しく踏まえながら語順の配置と状態  

受動を意味する場合の語彙の選択をうまく混和していることが看取される。以  

下に同種の文例を示そう。  

（14）06bIKHOBeHHOBetlepaMH XO357HHye3〉KaJIKy皿a－TOrryBO3弥∬  

CO60IOryC兄HKOTa．OcTaBI封HCbO凡打a，TeT王くaJIO〉K即aC♭HaMaTpaC14K   

H首aqHHa皿a rpyCTHTb…JセγC朋あ〝0∂り犯∂∂Jβα・〟αC占〟〟e戊〟■α〟－一椚0  

〟e3α．〟e肌〟0α0β．〟α∂gβα．βαβの〝OC肌g〝e〟〟0，〟・α〟■乃0〝Ze．〟〟’掟〝0．〟〟α－  

〝70戊．．  《KauTaIすKa》   

（悲しみがどういうものかいいようもなくカシタンカに忍び寄り，夕闇が部  

屋を包む様に徐々に彼女は悲愁に包まれて行った。）  

（15）3aTeMOHrIOTyumJIJlaMnyHBbIuleJI．KaLuTarrKapa3JIerJIaCb   
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HaMaTpaCIイKe H3aIくpbI刀ar刀a3a；CyJIHqbImOC刀bIuaJICg刀a蕗，H OHa   

XOTeJIa OTBeT耶b皿HerO，HOβ妙Z〟β0∬〟∂α〟〟O どの0β．〟α∂β〟α   

管）／C椚あ．  《TaMXe》   

（突然彼女は悲しくなって釆た。）  

（16）yTeT王くH3arIeCTpH刀01；r3Ia3aXH B刀．yule．OT6eJIOJImle放MelH－   

1（OBaTO敵中HrypbIrIaXJ10Ⅹ0357HF70M，rOJIOCyrIee6bIJITOXe甲aKOMbI蕩，   

Ⅹ03兄馳KH蕗，HO6bIBaJIH MIす汀yTbI，〟■02∂αrβ明年γ・カツ写昆一β〟CO・〟〟β〟αガ，   

ⅥTOr邦10HarOTOBa6bIJIa6e〉KaTZ｝OTrreCTpO負如rypbIH3Ia汀rb．  

《TaM〉Ke》  

（おばさんが疑念に苛まれた時に）  

（17）HaqHけaJIOCb CTOrO，qTO y CO6a‡くHmpOrI明aJIa BC兄Ka兄0ⅩOTa   

Jla！m，，eCTb，6eKaThI10ⅠくOMHaTaMI川a〉KerJI5r月eTh，3aTeM8800申a－   

、仇川i川ハ・／いマバ／汀．仙′、Jい引い肌十′／い両・′′川∴・′仙－！～i〟リソ叫爪・′／い   

l、川；lハJいJ√′／い／ノ（1・）仇l、t由細り′・用〟汀肌′川；仙川神…′・／・：〃しl川ル／lⅢ，  

〟0／‘g〟0〟ガ朋J‘ろム〟〟；  《TaM）Ke》   

（カシタンカの想像塞に，犬でもなく，人間でもない，好感の持てる表情を  

した，優しくもあるけれど雲を掴む様なはっきりしないものが現れた。）   

引用された文のパタ・－ンはN。＋V＋Nxを主体とする。これらの文に共通  

する特徴は，Nn に人間の心理状態に関る抽象名詞が立ち，Nxにそれを自覚  

する主体が置かれる点にある。先に分析の通り，これらの表現は，Nxに立つ  

べき主体が，主格形をとる形で表現出来るのである。人間の心理的，情緒的表  

現は叙想的性格を帯びることが多く，それ故，作家の好むと好まざるとに拘ず，  

作品に多用される傾向が強くなる。従ってこうした人間の感覚に訴えるいろい  

ろな出来事，動機を知覚し，感覚として表出すべき主体を主格に置くか，斜格  

に立てるかば文意に微妙な影響を与えることになる。ここにいう文の場合，主  

格に立つ抽象名詞は，文の現実分節の観点から眺める時，述語の一部をなし，  

文の主題（この場合，心理的影響を受ける主体）を説明する為に機能とすると  

主張する研究者も多い25）。チェーホフがこのタイプの文を多用した理由はやは  

り人間の心理的，情緒的表現を動詞によってではなく，名詞により為すことで   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



チ．‡．・－・ホフの文体に就いて  95  

表現に緩急の弾みをつけることが，彼の主張するnpocTOTaに繁るからに外な  

らない。名詞表現が動詞表現に比べて優る点は文に張りとリズムを与える事に  

あるからである。  

お わ り に  

本稿でほ，チェーホフの二項文の特徴が分析された。その糸口は彼が作品を  

完成させる過程で行なった文の推敲の幾らかのタイプに依るところが大きい。  

彼は文体を整えるに当り，語曲論的側面と共に，統辞構造にも意を用いた。前  

者として－は修辞上の手直しが主なものであったが，後者に就いては語順による  

相の表現や抽象名詞と語順による認識主体の心理的表現を多く調べることが出  

来た。   

今後は，更に，資料を増やし，チ．ェー・ホフの文体の特色を可能な限り客観軌  

かつ具体的に記述する必要性が残されている。研究は未だその緒についたばか  

りであると言えよう。  

〔注〕  

1）qexoBA一rl”KaulTaHZ（a‥ BKZl．：A．n．qexoB，H36paHHbrerIPOH3BeAeHH兄BTPeX   

TOMaX，T“1，H3A・BO XyAO光eCTBeHHa月：JrHTepaTyPa，m．1967やその他の作品。引   

用文中のイタリック体は全て筆者に依る。  

2）BⅢHOrpa且08aB一H”069BOJI旧LIH瑳CrHJZ兄A。n．tlexoBa（OCOBeHHOCTHrrpaBZ（H），B   

KH・：CrHJTHCTⅢKaXyROXeCTBefF＝0縫JIHTepaTypZ｝Ⅰ，AHCCCP）H3A・BOHayKa，肌・   

1982  

3）BⅢHOrpaAO8aB．H．CMいyfくa3いpa6．cTp．86－98  

4）na3apeB・rPy3ⅠⅢCZ（H点A．C…A．n．tlexoB－B王くEI。：qeXOB B BOCrZOMZIZIaHH兄Ⅹ   

COBpeMeHHHKOB，肌…，1952，CTp．96  

5）nHCZ＞MOA．CいCyz10pHHy，10arIp”1890r．  

6）nHC♭MOA・肌・rOpbKOMy，3AeK．1898r．  

7）A‥MJropbKOMy，3兄＝臥1899r 

8）Aり肌・rOp♭KOMy，3ceけrい1899r．  

9）A・M・rOp♭KOMy，3兄H臥1899r．  

10）ⅢayM5IHJLC・HRP”CJTOBaPh HHOCTpaHHZ｝rX CJIOB，7・eH3几，H3A－J30PyccKZl線   

兄3bIK，肌．1980  

11）E・T‖rOC刀aBCIくOMy，23Map．、1892r．   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



山  田  勇  9（；  

12）A・・ロリqeXOBy，8Ma兄1889r．  

13）A．C．J7a3apeBy・rpy3HHCIくOMy13Map．1890r．  

14）ceMaItTI4qeCIほ兄 CHHOH∬MH只の概念に就いては，山田勇『ロシア語に於ける類義   

に就いて。』香川大学教育学部研究報告Ⅰ，No．．31，1971を参照のこと。  

15）山田 勇 『ロシア語に於ける意味論上の主辞に就いて』香川大学研究報告Ⅰ，No 

57，1983を参照のこと。  

16）KoIくOpHHaC．H．OceMaHTⅢtleCtくOMCy6heIくTeHOCO6eH＝OCT兄ⅩerOBhIPa）ⅨeH   

BpyCCIくOM兄3blKe，M．，H3凡欄0肌ry，1979，CTpu12  

17）Po3eHTa4hn．9．，TeJreHKOBam．A。CJrO8apbCrIpaBOtIHHKJIHHrBHCT椚eC壬くZlXTe－   

pMエーHO臥M．，H3A－BOnpOCBelqeHHe，1976  

18）Bar・netOVaV．H属p．PyccKa刃rPaMMaTHZ（a，T．2，AkademiaPraha，1979，CTP．683  

19）InBeAOBaH”K）．HAp．PyccIくa兄rpaMMaTHKa，T巾2，CHHTaZくCHC，H3A－BOHaytくa，肌．，   

1980，CTp。97  

20）AzLaMellrl．OtIepZく¢yHKrmOHaJ7bHO・TpatすC㊥opMaIIHOHHOrO ClすHraI（CHCaCOBpe・   

MeHI†OrOpyCCKOrO5I3bIKa，FrankfurtAmMain，1977，eTp．147－148  

21）AAaMeLln．CM。yKa3．pa6．cTp．113．  

22）KoIくOPI用aCH．CM．yI（a3．pa6．CTp．25－26 

23）文芸作品にみられる受動表現に就いてはエル．イー．イリョーミナ・に詳細な研究   

がある。  

EpeM舶aJl．H．CJrOBO H KOHTeIくCT（CTJ4JrHCTHtleCIくOeHCIIOJ7b30BarrHerpaMMa・   

THtleCIく0蕗KaTerOpm46e3JI椚HOCT封【8CHCTeMeXyAO〉ⅨeCTBeHHOrOTeIくCTa）－BIくtl．：   

CTⅢJIHCTHKaXy月．0）ⅨeCTBeZIHOiiJmTepaTypE｝IAHCCCP，H3．q・BOHayIくa，肌，1982  

24）ペー．アダメッツは肌aIくCHMaOXBaT抜刀y〉KaC‖ というタイプの文を考察して，こ   

れらの文は事実上状態受動を表わしているのだから，CVSという語順こそが中立的   

であると見倣している。  

ALtaMelln．rIop5IAOIくCJIOBBCOZlpeMeHHOMPyCCIくOM兄3hJKe，npara，1966，CLrP小65  

25）KoKOpHtlaCH．CM．yKa3…Pa6．  

KoBTyHOBaI4”Ml・nOp兄AOKCJrOBKJTeKCHKO－CeMatlTHtZeCZ（a兄CTPyKTyparIPeA－   

JrO〉KeHH5I－BtくH．：rpaMMaT椚eCZくOeOrIHCatⅢeCJlaB兄HCI（J4X兄3bIKOB．  

丑椚epaT．ypa   

l．AJZHCOBaT．，B．HMeEIHhre tIJZe王ibr ZTpOCTOrO rlpeノIJIO）ⅩeII打5IH HX CeMaHTHtleCKHe  

◎yHIく胆軋《¢明ⅥOJIOrⅢqeCKHeHayK旺》1970，沌2  

2，AE7PeCEZIEO．且3z（eZ7epHMeHTaJZムHOeHCC・汀eROZ）aEIHeCeMaZITHZ（HPyCCJ（OrOr刀a・  

ro∬a，爪．，1967  

3．．ApyTIOl‡08aHl，几npeJWO）Ket川eHerOCMbrCJ7・Mり1976  

4．6epTaraeBT．A小Cy6E＞eIくT HrIOAJIe）ⅨaLLLee，《BorIPOCbI兄3ZirZ（03rraHH兄》，1958，沌5   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



チェーホフの文体に就いて  97  

6．BHHOrpaAOBB・B．PyccK班員月3blK，肌．，1972  

7．rpaMMaTHKaCO8PeMeHHOrOpyCCIくOrOJZHTepaTypI†OrO兄3brKa，机．，1970  

8I・KaI描eJrZ＞COZIC．n．THrrOJrOrmf［3Z＞IKa11petleBOeMbIⅢJleHⅥe，J7．，1972  

9… 06ulee兄3bIKO3rTaZIHe，BHyTpeHH兄兄CTpyZ（Typa5I3bTKa，肌・，1972  

10。nel山KOBCKH鎖A…M．PyccIくHfic叩TaKCHCBHaytIHOMOCBeLueHHⅢ，肌．，1956  

11。rpaMMaTIイKapyCCtくOrO兄3uⅨa，T．2，q．2り肌，，1960  

12．KoIくOpI‡HaC．H．OpeaJⅢ3a岬ⅢCTpylくでypHO鎖CXeMbrrIPeAJIO）ⅨeHH乱《BotlpOCbl  

兄3brKO3正aH朋》，1975，沌3  

13．Py〉ⅨHtlKaP小O Tpat†C¢OpMallIす0ⅠIZlOM OIIH℃atⅢH TaIくHa3bIBaeMhIX6e3JI椚HbIX  

rTPeRJrOXeHH員 B COBpeMeHHOM pyCCKOMJmTepaTypHOM 兄3bIZ（e，《BoIIpOCbI  

兄3bIKO3HaIiH兄》，1963，N塾3  

14．BIすHOrpa月OBB．B．OcHOJ3HbIe THrIbIJreIくCHtIeCIくHX3HatIeHH員cJIOBa，《BorIpOCb1  

月3bIKO3Hat用兄》，1953，沌5  

15‖Ⅰ月axMaTOBA…A．．CIⅢTaIくCHCpyCCKOrO朋bIKa，M．－几，1941   

（注に記した文献ほ除く）   
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PE3IO肌E  

KcT抜刀旧A．口．．qexoBa  

－BorTpOCORByCOCTaB王‡brXrIpe几乃0〉Ⅸem摘－  

Ha3Ⅰ‡at把HHe9TO蹟cTaTb‡‡COCTOI汀BTOM，qTO6bIaIlaJIH3HpOBaでもCTIi刀HCTIイー  

tIeCIくyIOCTpyKTypy XyRO〉ⅨeCTBermbIXTeIくCTOBHaMaTepⅥaJIerIpOH3Be且em摘  

A．．n．tlexoBa．口pfra托aJrH3e王くOtrZ（perE7OrOMaTepⅡaJTaMf｝IAOJZXfrblHCXO皿椚、Z）  

rrpe〉KZte BCerO H3TOrO，《tlT6光e BbI6pacbIBaJIOChqeXOBbIMIくaKJIHul托eeH  

HeHyH（HOe》，KOr且a OliBrrOBb rrepeEeJIaJICBOH patIfrHe rIpOH3BeEeIIH5IAJI5I  

rIOノIrOTOBIくHAeC57THTOMHOrOCO6paHH兄COtIeTaHH蕗，BbILueAulerO B1899－1901  

rr“  

Pa60TaしIexoBaHaATeIくCTOM He CBO′叩JIaCb，eCTeCTBeHHO，KJIeIくCHtZeCl（Ofi  

TOtiKH3peI‡H5r．0Ⅰ†TO〉Ker70RBepr3HatlHTeJIbHO蕗npaBKeHCHHTaI（CHqeCKOe  

CTpOeHHe npeRJIO〉KeHHfi．nocTHraeTC5I9TO，BO－rIepBhIX，3aMeHO蹟OAHOrO  

r7peZ（JlOH（ef‡Zl兄RpymM，CTO最北eJ7eKCf7r（O－CeMaZITmeCZ（0蕗6a30葺，ZIOC6oJlee  

HJtⅥMeHeeH3MeIすHOfiKOMMyIIHKaTHBHO蹟HJIHMOノ江aJIbrrO縫㊥ym（uHe臥   

06Hapy〉KHBaJIOCb H CTpeMJIeHHe‡くTOtIHOfi，rIpOCTOfiITepeAatIerpaMMaTH－  

tIeCIくOrO3aJIOra，KOTOpb摘¢yHKuHaJIbI103aEaeTC5ITeM∵HJIFrHHHMaモくTyaJIbHHM  

tIJIeHeHHeMHHH申〇pMaI岬兄MIす069MOllHOITaJIbHOMHJIHMO且aJlbHOMOT王す0Ⅰ∬eIiHH  

tleJ10Be一くaIく且pyrO葺cy6cTaHuHH，KOTOpbIeXapa‡くTepH3yeT CJIOBOCOtleTaITHe  

a6cTpaKTHOrOCylqeCTBHTeJI♭rrOrO BrIOMm†aTHBelすrJIarOJIbHOrO rrpe且HKaTa．  

HccJIeZ10BnHHeaKTyaJIbHOrOaCneKTaHayIくH O5r3bIKeXyZLO〉KeCTBeHHO蕗JmTe－  

paTypbl，CnOMOlqb旧ⅩOTOpOrOMO誹丹06ムJ刀06bIO6もeI汀ガ3丹0ⅠすⅩ0けKpeTHO  

OrmCblBaTb BIlyTpe王‡HbIeIくaqeCTBa Hf7月HBH且yaJIbHOrO CTHJI5I，5IBJI兄eTC打．r70－  

BH且HMOMy，0凡打O蕗H3rJIal∋HbIX3aAat‡eOBpeMeITⅢ0鎮刀HHr8HCTHKIす．   

npoBe且eHHa5Ipa60TapaCCMaTpI柑aeTC5raBTpOMIくaI（Ⅲar．HaTTyTHpa3pa－  

60TKl川3yt把持H兄CTK刀月A．n．qexoBa．   
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